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『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』

徐
元
太
の
『
喩
林
』
（
注
1
)
は
、
明
代
に
編
纂
さ
れ
た
比

喩
表
現
の
類
書
で
あ
る
。
自
序
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
「
経
史
子

集
自
り
、
以
て
道
仏
諸
書
に
及
ぶ
四
百
余
種
」
の
書
物
の
中
か

ら
、
元
太
が
「
凡
そ
語
の
比
辞
に
渉
る
者
は
、
聖
賢
と
流
略
と

の
粕
華
を
論
ず
る
無
く
、
目
の
嘗
て
見
る
所
、
必
ず
手
づ
か
ら

焉
を
録
す
」
と
い
う
方
針
で
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
の

古
典
に
見
え
る
比
喩
表
現
の
類
書
と
し
て
は
、
ま
さ
に
空
前
絶

後
の
い
わ
ば
「
比
喩
の
宝
庫
」
と
言
え
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の

『
喩
林
』
が
後
世
に
次
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
も
、

当
然
の
結
果
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
酵
夢
得
編
『
中
外
比
喩
詞
典
』
（
中
国
物
資
出

版
社
、
一
九
八
六
年
）
は
、
中
国
内
外
の
比
喩
を
「
喩
眼
睛
」

（
人
体
篇
）
「
喩
理
想
」
（
人
生
篇
）
な
ど
の
項
目
に
よ
っ
て
、

分
類
整
理
し
た
極
め
て
魅
力
的
な
辞
典
で
あ
る
。
「
喩
真
誠
」

（
修
身
篇
）
を
一
例
に
挙
げ
る
と
、

体
必
須
対
体
自
己
忠
実
、
正
象
有
了
白
昼
才
有
黒
夜
一
様
、
り

対
自
己
忠
実
、
オ
不
会
対
別
人
欺
詐
。
（
三
三
九
頁
）
げ

と
い
う
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
台
詞
が
見
え
る
。

「
自
己
に
忠
実
で
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
他
人
に
対
し
て
も
忠
実

に
な
れ
る
」
こ
と
を
「
昼
が
来
て
、
は
じ
め
て
夜
が
来
る
」
こ

と
に
喩
え
る
、
こ
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
比
喩
の
よ
う
に
、
酵

夢
得
氏
は
、
中
国
の
み
な
ら
ず
国
外
の
比
喩
を
も
精
力
的
に
収

集
し
、
こ
れ
に
興
味
深
い
解
説
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
何
よ
り
も
注
目
す
べ
き
は
、
酵
氏
が
「
自
序
」
に
お
い
て
、

こ
の
『
中
外
比
喩
詞
典
』
の
編
纂
を
、

仮
に
「
子
は
父
の
姓
に
随
う
」
と
い
う
わ
が
国
の
習
慣
に

の
『
喩
林
』

佐

藤
評
価

好
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従
う
な
ら
ば
、
こ
の
辞
典
は
、
ま
さ
に
「
徐
」
を
父
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
は
、
（
こ
の

辞
典
は
）
編
者
が
か
つ
て
北
京
大
学
で
勉
学
し
て
い
た
頃

明
代
の
学
者
・
徐
元
太
の
撰
し
た
『
喩
林
』
に
触
発
さ
れ

て
、
胚
胎
し
た
も
の
（
す
な
わ
ち
子
）
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
説
明
し
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
蓉
氏
の
労

作
『
中
外
比
喩
詞
典
』
の
編
纂
に
は
、
徐
元
太
の
『
喩
林
』
が

根
本
的
と
も
言
え
る
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
わ
が
国
に
お
け
る
比
喩
辞
典
と
し
て
は
現
在
、
中
村

明
『
比
喩
表
現
辞
典
』
（
角
川
書
店
、
昭
和
五
二
年
）
が
知
ら
れ

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
辞
典
そ
の
も
の
は
、
日
本
近
現
代

文
学
の
比
喩
表
現
を
収
集
し
た
も
の
で
、
『
喩
林
』
の
直
接
的

な
影
響
を
受
け
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
中
村
氏

が
こ
の
辞
典
と
並
行
し
て
『
比
喩
表
現
の
理
論
と
分
類
』
（
秀

英
出
版
、
昭
和
五
二
年
）
を
ま
と
め
る
際
、
恐
ら
く
は
目
に
し

た
で
あ
ろ
う
先
行
文
献
（
注
2
)
に
、
川
野
健
作
『
響
喩
語
類
』

（
共
益
商
社
書
店
、
大
正
二
年
）
が
あ
る
こ
と
に
は
注
目
す
べ

き
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
中
国
の
古
典
の
中
か
ら
日
本
語
の

語
彙
を
豊
富
に
す
る
比
喩
を
選
ん
で
編
纂
さ
れ
た
『
替
喩
語
類
』

に
は
、
徐
元
太
の
『
喩
林
』
の
影
響
が
顕
著
に
認
め
ら
れ
る
か

ら

で

あ

る

。

た

と

え

ば

、

（

二

ニ

）

が

「

論
」
と
い
う
項
目
を
立
て
、
『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
伝
を
引
き

「
巧
妙
に
過
ぎ
て
実
用
に
適
せ
ざ
る
弁
論
文
章
を
称
し
て
談
天

彫
龍
と
い
ふ
」
と
解
説
す
る
の
は
、
『
喩
林
』
（
巻
八
六
）
が

文
章
門
に
「
言
論
」
の
子
目
を
立
て
、

聯
術
の
術
は
、
迂
大
に
し
て
閲
弁
。
（
聯
）
爽
は
、
文
具

わ
れ
ど
も
施
し
難
し
。
淳
子
覧
は
、
久
し
く
与
に
処
れ
ば
、

時
に
普
言
を
得
る
こ
と
有
り
。
故
に
斉
人
頌
し
て
日
く
「
天

を
談
ず
る
は
術
、
龍
を
離
る
は
爽
、
穀
過
を
灸
る
は
覧
な

り
」
と
。

を
引
い
て
、
「
『
史
記
』
孟
子
伝
」
と
出
処
を
明
記
す
る
の
と

全
く
同
様
で
あ
る
。
古
典
に
見
え
る
比
喩
表
現
を
内
容
ご
と
に

分
類
す
る
と
い
う
発
想
そ
の
も
の
が
、
す
で
に
『
喩
林
』
の
影

響
下
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
『
響
喩

語
類
』
を
通
し
て
間
接
的
に
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
比
喩
辞
典

に
も
『
喩
林
』
の
影
響
が
あ
る
と
見
て
、
大
過
な
か
ろ
う
。

さ
ら
に
、
『
百
喩
経
』
『
替
喩
経
』
『
法
旬
替
喩
経
』
な
ど

の
書
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
比
喩
は
そ
も
そ
も
仏
教
と

密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
田
上
太
秀
『
釈
尊
の
替
喩
と
説
話
』

（
第
三
文
明
社
、
一
九
八
一
年
）
は
、
比
喩
を
通
し
て
の
注
目

(74) 
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す
べ
き
仏
教
概
説
書
で
あ
る
。
ま
た
、
森
章
司
編
『
仏
教
比
喩

例
話
辞
典
』
（
東
京
堂
出
版
、
昭
和
六
二
年
）
は
、
こ
う
し
た

仏
教
関
係
の
比
喩
を
博
捜
し
、
「
涅
槃
」
「
無
常
」
な
ど
の
項
目

を
立
て
、
用
語
の
原
義
や
比
喩
の
諸
相
に
つ
い
て
丁
寧
な
解
説

を
加
え
た
比
喩
辞
典
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
仏
教
の
比
喩
に

対
す
る
森
氏
の
博
捜
も
、
実
は
『
喩
林
』
の
延
長
線
上
に
あ
る

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
元
太
が
「
経
史
子
集

自
り
、
以
て
道
仏
諸
書
に
及
ぶ
四
百
余
種
」
に
基
づ
い
て
『
喩

林
』
を
編
纂
す
る
際
に
、
す
で
に
仏
教
関
係
の
諸
書
か
ら
も
相

当
数
の
比
喩
を
摘
出
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
『
仏
教

比
喩
例
話
辞
典
』
の
一
覧
表
が
列
挙
す
る
二
百
四
十
二
種
に
は

及
ば
な
い
も
の
の
、
『
喩
林
』
も
実
は
約
二
百
種
の
仏
典
の
中

か
ら
比
喩
を
蒐
集
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
仏
教
比
喩
辞

典
の
歴
史
の
上
で
も
重
要
な
位
置
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
山
下
正
男
『
植
物
と
哲
学
』
（
中
公
新
書
、
昭

和
五
二
年
、
ニ
ニ
頁
）
が
「
植
物
と
人
間
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
に

つ
い
て
分
析
す
る
際
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
森

(
s
y
l
v
a
,

w
o
o
d
,
 
W
a
l
d
)
と
い

う
語
は
、
し
ば
し
ば
詩
集
や
作
品
集
の
表
題
に
使
わ
れ
る
。

ロ
ー
マ
の
詩
人
ス
タ
テ
ィ
ウ
ス
の
詩
集
は

Silv
a
e
(

『詩

の
林
』
）
と
い
う
表
題
を
も
っ
て
い
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
シ

ス
・
ベ
ー
コ
ン
の
著
作

S
y
l
v
a
s
y
l
v
a
r
u
m
 
(
『
森
ま
た

森
』
）
は
、
逸
話
、
警
旬
、
小
論
説
と
い
っ
た
散
文
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
て
こ
の
こ
と
は
中
国
で

も
同
じ
で
あ
っ
て
、
『
説
林
』
（
寓
話
を
集
め
た
も
の
）

『
喩
林
』
（
比
喩
を
集
め
た
も
の
）
等
々
の
書
名
が
み
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
徐
元
太
の
『
喩
林
』
は
「
林
」
を
書
名

と
す
る
点
に
お
い
て
は
、
中
国
で
も
決
し
て
珍
し
い
存
在
で
は

な
い
。
『
韓
非
子
』
説
林
篇
の
み
な
ら
ず
、
『
意
林
』
『
易
林
』
）5
 

『
語
林
』
な
ど
を
直
ち
に
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
げ

し
か
し
、
す
で
に
郭
子
章
（
字
は
相
奎
）
の
「
喩
林
序
」
（
注

3
)
が、往
牒
の
喩
言
を
載
す
る
こ
と
、
六
経
自
り
子
史
百
家
に
及

ぶ
ま
で
、
移
し
。
（
而
し
て
）
未
だ
彙
め
て
書
と
為
す
者

有
ら
ず
。
喩
を
彙
め
て
林
と
為
す
は
、
今
の
少
司
馬
・
中

丞
徐
公
（
元
太
）
よ
り
始
ま
る
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
喩
林
』
の
存
在
意
義
は
、
あ
く
ま

で
「
喩
を
彙
め
て
林
と
為
す
」
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
り
、

山
下
氏
も
実
は
『
動
物
と
西
欧
思
想
』
（
中
公
新
書
、
昭
和
四
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九
年
、
八
頁
）
に
お
い
て
、
こ
の
比
喩
辞
典
と
し
て
の
『
喩
林
』

の
意
義
を
十
分
に
認
め
て
い
る
。
の
み
な
ら
ず
、
山
下
氏
が
英

語
の
比
喩
辞
典
の
誕
生
を
一
九
一
六
年
に
求
め
て
い
る
事
実
に

注
目
す
る
と
、
通
行
本
の
『
喩
林
』
が
万
暦
四
十
三
年
(
-
六

一
五
）
の
序
刊
で
あ
る
こ
と
は
、
驚
嘆
に
値
す
る
と
も
言
え
る

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
徐
元
太
の
『
喩
林
』
は
、
世
界
の
百

科
全
書
の
歴
史
の
上
で
十
分
に
光
彩
を
放
つ
可
能
性
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
比
喩
表
現
の
類
書
と
し
て
の
『
喩
林
』
に
本

格
的
な
解
題
を
施
し
、
『
喩
林
』
の
欠
点
を
鋭
く
指
摘
し
な
が

ら
も
、
然
れ
ど
も
六
経
自
り
以
来
、
即
ち
多
く
況
響
を
以
て
意
を

達
す
。
而
し
て
古
自
り
未
だ
彙
め
て
一
書
と
為
す
者
有
ら

ず
。
元
太
が
是
の
編
、
実
に
勝
例
を
為
す
。

と
述
べ
、
最
終
的
に
は
『
喩
林
』
の
独
創
性
を
評
価
し
て
い
る

の
が
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
（
子
部
類
書
類
）
で
あ
る
。
当

然
、
こ
の
解
題
は
以
後
の
『
喩
林
』
研
究
の
基
礎
と
な
り
、
近

年
の
濫
景
鄭
「
影
印
『
喩
林
』
序
」
（
注
4
)
も
、
『
四
庫
提

要
』
の
解
題
に
基
づ
く
『
喩
林
』
を
「
類
書
の
創
作
」
と
す
る

評
価
を
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
四
庫
提
要
』
の
解
題

に
は
、
ま
だ
不
十
分
な
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
節
で

考
察
を
試
み
る
。

『
四
庫
全
書
総
目
』
(
-
九
八
七
年
、
一
―
五

四
頁
）
は
、
徐
元
太
の
『
喩
林
』
百
二
十
巻
（
両
江
総
督
採
進

本
）
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
解
題
を
行
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

通
行
本
の
提
要
に
、
い
わ
ゆ
る
「
書
前
提
要
」
と
異
な
っ
た
個

所
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
、
一
般
論
と
し
て
、
す
で
に
近
藤
光

男
氏
（
注
5
)
が
指
摘
し
て
い
る
。

明
の
徐
元
太
撰
。
元
太
、
字
は
汝
賢
。
（
南
京
寧
国
府
）

宣
城
の
人
な
り
。
嘉
靖
乙
丑
(
-
五
六
五
年
）
の
進
士
。

官
は
（
南
京
）
刑
部
尚
書
に
至
る
。

徐
元
太
の
生
涯
に
つ
い
て
の
『
四
庫
提
要
』
の
記
述
は
、
極

め
て
粗
略
で
あ
る
。
元
太
の
名
が
『
明
史
』
（
李
応
祥
伝
な
ど
）

に
散
見
す
る
程
度
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
致
し
方

な
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
申
時
行
（
字

は
汝
黙
）
の
「
封
刑
部
郎
中
徐
公
墓
誌
銘
」
（
『
賜
間
堂
集
』

巻
三
一
）
な
ど
を
見
る
と
、
父
の
徐
亨
之
が
「
廉
直
」
を
尊
ん

だ
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
父
の
影
響
を
受
け
て
「
廉
直
」
を
旨

(76) 
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と
す
る
生
涯
を
送
っ
た
元
太
が
『
喩
林
』
の
子
目
に
「
廉
潔
」

を
加
え
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
た
と
え
『
喩
林
』
の
よ
う

に
網
羅
的
な
類
書
で
あ
っ
て
も
、
編
者
の
生
涯
と
の
重
層
性
に

は
、
一
応
の
考
慮
を
払
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
別
稿
「
徐
元
太
の
生
涯
と
『
喩
林
』
」
（
『
学
大

国
文
』
三
六
号
）
で
考
察
す
る
。

是
の
書
、
古
人
替
を
設
く
る
の
詞
を
採
揺
し
て
、
彙
め
て

一
編
と
為
す
。
（
造
化
・
人
事
・
君
道
・
臣
術
・
徳
行
・

文
章
・
学
業
・
政
治
・
性
理
・
物
宜
の
）
十
門
に
分
か
ち
、

門
毎
に
又
た
各
ミ
子
目
に
分
か
つ
。
凡
そ
五
百
八
十
余
類
。

二
十
余
年
を
歴
て
後
成
る
。
心
を
用
う
る
こ
と
頗
る
勤
至

と
為
す
。

『
四
庫
提
要
』
は
次
に
、
『
喩
林
』
の
構
成
に
つ
い
て
説
明

す
る
。
子
目
の
数
は
、
厳
密
に
言
う
と
五
百
八
十
四
。
周
中
学

の
『
鄭
堂
読
書
記
』
（
巻
六
二
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
其

の
体
例
は
古
の
未
だ
有
せ
ざ
る
所
と
為
す
」
と
考
え
て
よ
い
。

し
か
し
、
「
又
た
叢
稿
蔓
雑
に
し
て
省
観
に
便
な
ら
ざ
る
を
病

み
、
因
り
て
詮
次
を
加
え
て
編
を
成
す
」
と
自
序
に
お
い
て
述

べ
る
元
太
が
、
子
目
の
選
定
に
ど
れ
ほ
ど
時
間
を
費
や
し
た
の

か
に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
重
複
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
目
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
四
庫
提
要
』
が
「
二
十
余

年
を
歴
て
後
成
る
」
と
述
べ
る
根
拠
で
あ
ろ
う
「
褐
を
釈
き
て

従
り
遡
る
に
、
計
え
て
二
紀
有
り
、
食
を
退
い
て
も
虚
し
う
す

る
岡
く
、
積
み
て
距
峡
を
成
す
」
と
い
う
元
太
の
こ
と
ば
に
つ

い
て
は
、
後
述
す
る
『
喩
林
』
八
十
巻
本
を
実
見
の
上
で
な
い

と
分
か
ら
な
い
。
も
っ
と
も
、
「
釈
褐
」
が
官
吏
と
な
る
こ
と

を
意
味
す
る
以
上
、
「
二
紀
」
（
二
十
四
年
）
と
い
う
期
間
は
、

八
十
巻
本
の
刊
行
時
期
（
万
暦
十
七
年
）
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お

り
、
『
四
庫
提
要
』
が
底
本
と
す
る
百
二
十
巻
本
『
喩
林
』
の

刊
行
（
万
暦
四
十
三
年
）
に
は
、
さ
ら
に
二
十
六
年
の
歳
月
を
⑰

要
す
る
。
と
す
れ
ば
、
『
喩
林
』
の
編
纂
に
元
太
が
「
心
を
用
げ

う
る
こ
と
勤
至
と
為
す
」
と
述
べ
る
『
四
庫
提
要
』
の
見
解
は
、

い
ず
れ
に
せ
よ
妥
当
な
も
の
と
言
っ
て
よ
い
。

其
れ
書
を
引
く
に
、
程
大
昌
が
『
演
繁
露
』
の
例
を
用
い

て
、
皆
な
条
下
に
お
い
て
註
も
て
出
処
を
明
ら
か
に
し
、

併
せ
て
篇
目
巻
第
、
一
―
朧
載
す
。
亦
た
逍
か
に
明
人
の

剰
窃
播
掃
の
習
に
異
な
り
。

続
け
て
、
『
四
庫
提
要
』
は
『
喩
林
』
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。

剰
窃
が
横
行
し
た
明
代
の
書
物
に
し
て
は
珍
し
く
、
元
太
の
『
喩

林
』
が
出
典
を
詳
細
に
注
記
し
て
い
る
こ
と
を
絶
賛
す
る
の
で
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あ
る
。
『
鄭
堂
読
書
記
』
及
び
『
四
庫
全
書
簡
明
目
録
』
で
は
、

程
大
昌
の
『
演
繁
露
』
と
と
も
に
、
李
匡
又
の
『
資
暇
集
』
を

『
喩
林
』
の
先
躍
と
す
る
。
し
か
し
、
元
太
の
出
典
注
記
は
こ

れ
ら
の
先
例
に
比
べ
、
は
る
か
に
厳
密
と
言
え
る
。
た
と
え
ば
、

『
喩
林
』
（
巻
五
）
人
事
門
「
類
応
」
に
は
「
悪
を
行
い
て
悪

を
得
る
は
、
苦
し
み
の
種
を
種
ま
く
が
如
し
」
と
い
う
比
喩
が

引
か
れ
て
お
り
、
元
太
は
そ
の
出
典
を
「
『
法
旬
経
』
愛
身
品
」

と
篇
目
ま
で
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
篇
目
が
な
い
場
合
に
は

巻
第
を
正
確
に
記
そ
う
と
心
掛
け
て
い
る
。
従
来
の
類
書
と
は
、

こ
の
点
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
形
式
面
で
の
『
喩
林
』
最

大
の
特
色
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

其
の
自
序
に
称
す
ら
く
、
「
書
を
閲
す
る
こ
と
四
百
余
種
」

と
。
而
れ
ど
も
其
の
列
す
る
所
の
書
名
を
検
ぶ
る
に
、
実

に
半
ば
を
逢
え
ず
。
殆
ど
其
の
数
を
約
挙
し
て
、
未
だ
詳

核
す
る
に
及
ば
ざ
る
か
。

以
下
、
『
四
庫
提
要
』
は
『
喩
林
』
の
問
題
点
を
列
挙
す
る
。

元
太
が
自
序
に
お
い
て
「
書
を
閲
す
る
こ
と
四
百
余
種
」
と
述

べ
て
い
る
こ
と
を
第
一
に
問
題
と
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
部
分
は
『
四
庫
提
要
』
の
主
張
が
不
明
瞭
な
の
で
、

特
り
其
の
自
序
に
称
す
ら
く
、
「
書
を
閲
す
る
こ
と
四
百

余
種
」
と
。
而
れ
ど
も
書
中
列
す
る
所
の
篇
籍
を
検
核

す
る
に
、
実
に
其
の
半
ば
に
及
ば
ず
。
未
だ
誇
張
に
渉
る

を
免
れ
ず
。

と
述
べ
る
「
書
前
提
要
」
に
従
っ
て
解
釈
し
て
お
く
。
す
な
わ

ち
、
『
四
庫
提
要
』
は
、
元
太
が
述
べ
る
「
四
百
余
種
」
と
い

う
引
書
の
数
が
、
実
際
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
し
、
自

序
の
こ
と
ば
に
「
未
だ
誇
張
に
渉
る
を
免
れ
ず
」
と
疑
問
を
呈

し
て
い
る
。
「
列
す
る
所
の
篇
籍
」
と
は
、
百
二
十
巻
本
の
巻

頭
に
見
え
る
「
喩
林
書
目
•
採
揺
諸
書
」
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
「
採
揺
諸
書
」
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
的

書
名
を
数
え
る
と
、
元
太
が
述
べ
る
よ
う
に
実
は
「
四
百
余
種
」
げ

な
の
で
あ
る
。
「
採
揺
諸
書
」
が
、
た
と
え
ば
『
荘
子
』
『
郭

象
註
荘
子
』
『
荘
子
音
義
』
を
個
別
に
扱
う
よ
う
な
事
例
を
差

し
引
い
て
も
、
「
実
に
半
ば
に
及
ば
ず
」
と
い
う
『
四
庫
提
要
』

の
見
解
は
、
不
当
で
あ
る
。
文
淵
閣
本
に
は
「
採
揺
諸
書
」
が

削
ら
れ
て
い
る
の
で
、
速
断
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
『
喩
林
』

に
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
八
十
巻
本
や
『
喩
林
髄
』
と
い
う
剛

本
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
『
四
庫
提
要
』
が
こ

う
し
た
『
喩
林
』
の
異
本
と
百
二
十
巻
本
と
を
混
同
し
て
い
る

可
能
性
は
あ
ろ
う
。
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其
の
中
、
手
に
随
い
て
揺
拾
し
、
亦
た
往
往
に
し
て
本
始

を
得
ざ
る
も
の
あ
り
。
如
え
ば
（
「
責
実
」
の
）
「
兒
説

は
宋
人
の
善
＜
弁
ず
る
者
な
り
」
の
一
条
、
本
と
『
韓
非

子
』
（
外
儲
説
左
上
篇
）
に
出
づ
。
（
「
遭
遇
」
の
）
「
周

人
に
仕
不
遇
な
る
者
有
り
」
の
一
条
、
本
と
王
充
の
『
論

衡
』
（
逢
遇
篇
）
に
出
づ
。
（
而
れ
ど
も
）
皆
な
『
芸
文

類
衆
』
（
獣
部
・
馬
、
人
部
・
泣
）
を
引
く
。
（
「
貪
昧
」

の
）
「
金
玉
を
抱
く
者
は
生
き
て
帰
ら
ざ
る
に
至
る
」
の
一

条
、
本
と
『
後
漠
書
』
歌
奔
伝
に
出
づ
。
而
れ
ど
も
『
文

選
』
（
飽
明
遠
の
「
行
薬
至
城
東
橋
」
詩
）
李
善
註
を
引

く
。
（
「
失
時
」
の
）
「
頭
白
は
期
す
べ
き
も
、
汗
青
は

日
無
し
」
の
一
条
、
本
と
劉
知
幾
の
『
史
通
』
（
杵
時
篇
）

に
出
づ
。
而
れ
ど
も
『
事
文
類
衆
』
（
儒
学
部
・
作
史
）

を
引
く
。
「
天
寒
け
れ
ば
即
ち
飛
鳥
走
獣
す
ら
尚
お
相
依

る
を
知
る
」
の
一
条
、
本
と
沈
約
作
る
所
の
『
玩
籍
詠
懐

詩
註
』
に
出
づ
。
而
れ
ど
も
亦
た
以
て
李
善
と
為
す
。
此

の
類
、
頗
る
多
し
。

第
二
の
問
題
点
と
し
て
『
四
庫
提
要
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

元
太
が
記
す
出
典
に
時
と
し
て
不
手
際
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ
る
。
周
中
学
の
『
鄭
堂
読
書
記
』
も
「
注
す
る
所
の
出
処
、

其
の
本
始
を
得
ざ
る
者
、
頗
る
多
し
」
と
『
四
庫
提
要
』
を
敷

術
す
る
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
沈
約
の
『
詠
懐
詩
註
』
の
よ
う

に
、
元
太
の
説
明
不
足
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
あ
り
、
一
概
に

「
手
当
た
り
次
第
に
集
め
た
か
ら
」
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
元
太
は
『
喩
林
』
（
巻
五
三
）
人
事
門
「
貪
昧
」

の
比
喩
と
し
て
、
「
天
寒
け
れ
ば
即
ち
飛
鳥
走
獣
す
ら
尚
お
相

依
る
を
知
る
」
に
始
ま
る
一
文
を
引
き
、
『
四
庫
提
要
』
が
指

摘
す
る
よ
う
に
、
確
か
に
「
『
李
善
註
文
選
』
玩
嗣
宗
詠
懐
詩
」

と
出
典
を
記
す
。
し
か
し
、
『
李
善
註
文
選
』
を
見
る
と
、
こ

の
文
は
「
如
何
当
路
子
」
以
下
に
対
す
る
注
釈
と
し
て
李
善
が
り

引
く
「
沈
約
日
」
の
部
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
す
れ
ば
、
げ

こ
の
程
度
の
不
手
際
は
『
喩
林
』
の
よ
う
な
類
書
で
は
起
こ
り

や
す
い
も
の
で
あ
り
、
「
影
印
『
喩
林
』
序
」
が
述
べ
る
よ
う

に
、
「
煽
煽
た
る
巨
編
の
自
ら
免
れ
難
き
所
」
と
許
容
し
て
よ
か

ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
『
四
庫
提
要
』
が
「
頭
白
は
期
す
べ
き
も
、

汗
青
は
日
無
し
」
の
出
典
と
す
る
劉
知
幾
の
『
史
通
』
（
杵
時

篇
）
を
、
「
書
前
提
要
」
で
は
『
唐
書
』
（
劉
知
幾
伝
）
と
し
て

お
り
、
混
乱
が
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
厳
密
な
意
味
で
の
出
典
調

査
を
『
喩
林
』
に
求
め
る
こ
と
は
、
酷
で
あ
る
。
む
し
ろ
『
四

庫
提
要
』
が
出
典
と
し
て
書
名
だ
け
を
記
す
の
に
比
べ
、
多
少
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の
不
手
際
は
あ
る
に
せ
よ
、
篇
名
・
巻
数
ま
で
を
も
詳
細
に
記

す
『
喩
林
』
の
有
用
性
を
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

又
た
杜
預
．
何
休
・
蒋
宵
を
以
て
漢
人
と
為
し
、
陳
寿
を

以
て
魏
人
と
為
し
、
李
善
を
以
て
隋
人
と
為
す
が
如
き
は
、

皆
な
時
代
舛
迎
な
り
。
申
培
の
『
詩
説
』
・
（
黄
憲
の
）

『
天
禄
閣
外
史
』
・
（
諸
葛
亮
の
）
『
武
侯
心
書
』
の
類

は
、
皆
な
明
代
の
偽
書
な
れ
ど
も
、
弁
別
す
る
能
わ
ず
。

『
広
成
子
』
は
、
本
と
蘇
試
（
が
）
『
荘
子
』
従
り
摘
出

し
て
、
偶
ミ
此
の
名
を
題
す
れ
ど
も
、
乃
ち
別
に
一
書
と

為
す
。
『
無
能
子
』
に
云
う
、
「
何
の
代
の
人
な
る
か
を

知
ら
ず
」
と
。
皆
な
疎
略
に
失
す
る
を
免
れ
ず
。

『
四
庫
提
要
』
は
『
喩
林
』
の
問
題
点
を
、
さ
ら
に
別
の
角

度
か
ら
指
摘
す
る
。
元
太
が
「
採
揺
諸
書
」
と
し
て
掲
げ
る
一

覧
表
に
つ
い
て
問
題
に
す
る
の
で
あ
る
。
「
漢
の
公
羊
寿
の
伝
、

何
休
の
解
詰
」
と
『
春
秋
公
羊
伝
注
疏
』
（
経
部
春
秋
類
）
を

解
題
す
る
『
四
庫
提
要
』
が
何
休
を
漢
人
と
す
る
『
喩
林
』
に

疑
問
を
呈
す
る
の
は
、
不
思
議
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の

指
摘
は
妥
当
で
あ
り
、
『
喩
林
』
の
時
代
考
証
に
は
確
か
に
粗

略
な
点
が
あ
る
。
た
だ
し
、
『
四
庫
提
要
』
が
指
摘
す
る
偽
書

に
対
す
る
問
題
意
識
は
、
元
太
の
念
頭
に
は
恐
ら
く
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
と
に
か
く
出
典
を
明
記
し
て
比
喩
を
蒐
集
す
る
こ

と
が
、
「
尤
も
喩
言
を
嗜
む
」
と
自
序
で
述
べ
る
元
太
の
関
心

事
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
『
無
能
子
』
に
云
う
」
に
つ
い
て

は
未
詳
で
あ
る
。
「
『
喩
林
』
引
書
索
引
」
に
徴
し
て
も
、
百
二

十
巻
本
『
喩
林
』
に
は
『
無
能
子
』
か
ら
の
引
用
は
な
く
、
元

太
の
「
採
揺
諸
書
」
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
元
太
が
『
天

隠
子
』
に
つ
い
て
「
何
の
時
の
人
な
る
か
を
知
ら
ず
」
と
述
べ

て
い
る
こ
と
と
混
同
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
文

淵
閣
本
の
「
書
前
提
要
」
に
は
、
こ
の
一
段
全
体
が
な
く
、
元

太
の
学
問
を
、

0⑱
 

蓋
し
其
の
学
、
惟
だ
知
以
て
氾
濫
し
、
自
ら
奥
博
を
衿

る
。
而
れ
ど
も
考
核
精
詳
す
る
能
わ
ず
。
故
に
毎
に
舛
漏

の
病
を
踏
む
。

と
評
す
る
厳
し
い
こ
と
ば
が
見
え
る
。
し
か
し
、
元
太
の
学
問

全
体
を
論
ず
る
に
は
『
喩
林
』
以
外
の
著
書
（
注
6
)
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
の
「
書
前
提
要
」
の
評
価
は

軽
率
な
判
断
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

然
れ
ど
も
六
経
自
り
以
来
、
即
ち
多
く
況
替
を
以
て
意
を

達
す
。
而
し
て
古
自
り
未
だ
彙
め
て
一
書
と
為
す
者
有
ら

ず
。
元
太
が
是
の
編
、
実
に
冊
例
を
為
す
。
其
れ
蒐
羅
繁
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富
に
し
て
‘
零
磯
断
璧
も
、
均
し
く
文
を
綴
る
者
の
油
匈
の

資
と
為
す
に
足
る
。
是
れ
亦
た
無
一
の
書
と
す
べ
か
ら
ず
。

誓
と
し
て
の
『
喩
林
』
に
多
く
の
欠
点
が
あ
る
こ
と
を
認

め
な
が
ら
も
、
『
四
庫
提
要
』
は
元
太
の
博
捜
を
「
無
一
」
の

作
業
と
斥
け
て
は
い
な
い
。
「
無
一
」
の
出
処
は
、
司
馬
相
如

「
子
虚
の
賦
」
の
「
無
一
可
」
で
あ
り
、
「
一
っ
と
し
て
見
る

べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
む
し
ろ
『
喩
林
』

の
比
喩
を
『
唐
書
』
（
杜
甫
伝
賛
）
の
「
後
人
を
油
汚
す
る
こ

と
多
し
」
に
基
づ
い
て
、
「
油
匈
の
資
と
為
す
に
足
る
」
と
称

賛
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
『
喩
林
』
を
類
書
の
「
勝
例
」
と

断
ず
る
『
四
庫
提
要
』
が
、
呉
仕
期
（
字
は
徳
望
）
の
『
古
今

名
喩
』
八
巻
（
注
7
)
に
全
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
に
は
、

問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
『
古
今
名
喩
』
の
編
纂
は
、
飽

延
毅
編
『
寓
言
辞
典
』
（
明
天
出
版
社
、
一
九
八
八
年
、
七
九

頁
）
に
お
い
て
祝
晋
文
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
か
な
り
杜
撰

な
も
の
で
あ
り
、
徐
元
太
の
『
喩
林
』
に
は
遠
く
及
ば
な
い
と

考
え
て
よ
い
。
と
す
れ
ば
、
元
太
が
「
当
に
『
御
覧
』
等
の
編

と
奇
芳
を
郡
林
に
争
う
べ
し
」
と
自
負
を
抱
い
て
世
に
問
う
た

『
喩
林
』
百
二
十
巻
は
、
こ
の
『
四
庫
提
要
』
の
評
価
（
注
8
)

に
よ
っ
て
、
永
遠
の
生
命
を
得
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
た

だ
し
、
『
四
庫
提
要
』
は
百
二
十
巻
本
の
刊
行
に
先
立
っ
て
、

八
十
巻
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
事
実
を
見
過
ご
し
て
い
る
の
で
、

次
節
で
は
こ
の
『
喩
林
』
版
本
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

徐
元
太
の
『
喩
林
』
に
は
、
『
四
庫
提
要
』
が
底
本
と
す
る

百
二
十
巻
本
と
は
別
に
、
八
十
巻
本
が
現
存
し
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

ー

一
九
八
三
年
、
三
八
一
頁
）
に
は
、
通
行
す
る
「
十
行
二
十
字
」

8
 

の
百
二
十
巻
本
と
と
も
に
、
「
十
一
行
二
十
四
字
」
の
八
十
巻
(

本
に
つ
い
て
の
解
題
が
見
え
る
。
こ
の
八
十
巻
本
は
、
王
氏
に

よ
る
と
「
華
陽
子
輯
」
と
題
さ
れ
て
お
り
、
「
宣
城
華
陽
の
徐

元
太
汝
賢
父
編
輯
」
と
題
さ
れ
て
い
る
百
二
十
巻
本
と
は
、
字

数
・
行
数
と
も
に
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
王

氏
が
解
題
を
加
え
る
北
京
大
学
図
書
館
蔵
『
喩
林
』
八
十
巻
本

は
、
郭
子
章
の
序
が
付
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
元
太
の
自
序
を

欠
い
て
お
り
、
刊
行
年
に
つ
い
て
は
未
詳
で
あ
る
。

し
か
し
、
屈
万
里
『
普
林
斯
敦
大
学
葛
思
徳
東
方
図
書
館
中

文
善
本
書
目
』
（
芸
文
印
書
館
、
民
国
六
四
年
、
三
三
七
頁
）
が
、
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巻
端
に
郭
子
章
の
序
有
り
、
未
だ
年
月
を
署
せ
ず
。
又
た

徐
氏
の
自
序
あ
り
、
万
暦
己
丑
(
+
七
年
、
一
五
八
九
）

と
題
す
。
按
ず
る
に
、
此
れ
初
刊
本
と
為
す
。
万
暦
四
十

三
年
(
-
六
一
五
）
徐
氏
の
重
刊
本
に
至
り
て
、
則
ち
拡

充
し
て
一
百
二
十
巻
と
為
す
。

と
解
題
す
る
八
十
巻
本
に
は
、
元
太
の
自
序
が
残
っ
て
お
り
、

通
行
の
百
二
十
巻
本
が
万
暦
四
十
三
年
（
乙
卯
）
と
題
す
る
の

と
は
異
な
り
、
こ
の
八
十
巻
本
は
万
暦
十
七
年
（
己
丑
）
と
題

す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
「
明

の
万
暦
の
間
、
中
州
の
何
氏
刊
本
」
と
目
さ
れ
る
こ
の
八
十
巻

本
を
、
屈
氏
が
『
喩
林
』
初
刊
本
と
指
摘
し
て
い
る
事
実
（
注

9
)
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
八
十
巻
本
は
『
国
立
中
央
図

書
館
善
本
書
目
•
増
訂
本
』
（
民
国
五
六
年
、
六
三
八
頁
）
に

も
、
「
明
の
万
暦
の
間
、
中
州
の
何
氏
原
刊
本
」
と
見
え
る
よ

う
に
、
『
喩
林
』
の
原
刊
本
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
点
で
、
前
掲
「
影
印
『
喩
林
』
序
」
に
お
い
て
、
王
氏

の
『
中
国
善
本
書
提
要
』
に
基
づ
き
、
元
太
の
自
序
を
欠
く
八

十
巻
本
か
ら
、

（
『
喩
林
』
刊
本
の
）
―
つ
は
、
百
二
十
巻
本
で
、
徐
氏

の
自
刊
本
で
あ
る
。
も
う
―
つ
は
、
十
一
行
二
十
四
字
の

八
十
巻
本
で
、
万
暦
年
間
の
刊
本
で
あ
る
。

と
題
す
る
の
み
で
、
（
刊
行
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
）

序
跛
の
類
が
付
さ
れ
て
い
な
い
が
、
内
容
が
（
百
二
十
巻

本
の
）
三
分
の
二
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
完
本
で
な
い
こ
と

が
分
か
る
。

と
述
べ
る
播
景
鄭
氏
の
解
題
に
は
、
問
題
が
あ
る
。
『
喩
林
』

の
刊
行
を
「
八
十
巻
本
か
ら
百
二
十
巻
本
へ
の
増
補
」
と
捉
え

る
屈
氏
と
は
逆
に
、
播
氏
が
こ
れ
を
「
百
二
十
巻
本
か
ら
八
十

巻
本
へ
の
削
改
」
と
捉
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
で
は
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
に
お
け
る
部
章
「
続
録

が
「
明
の
万
暦
十
七
年
刊
の
八
十
巻
本
あ
り
」
と
指
摘
し
て
い
る

事
実
も
考
慮
し
、
元
太
の
八
十
巻
本
の
自
序
を
実
見
の
上
「
八

十
巻
本
か
ら
百
二
十
巻
本
へ
の
増
補
」
を
主
張
す
る
屈
氏
の
見

解
に
、
一
応
の
軍
配
を
上
げ
て
よ
か
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
清
代
以
後
の
多
く
の
書
目
に
、
八
十
巻
本
『
喩

林
』
が
稀
に
し
か
見
え
な
い
の
は
、
万
暦
十
七
年
刊
『
喩
林
』

八
十
巻
本
を
、
万
暦
四
十
三
年
刊
『
喩
林
』
百
二
十
巻
本
が
駆

逐
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
実
、

八
十
巻
本
に
つ
い
て
は
、
孫
星
術
の
『
孫
氏
祠
堂
書
目
』
（
内

篇
巻
三
、
類
書
、
事
類
）
に
「
喩
林
八
十
巻
、
明
の
徐
元
太
撰
」

(82) 
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と
見
え
る
の
が
、
数
少
な
い
一
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

百
二
十
巻
本
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
た
と
え
ば
次
に
列
挙
す
る

書
目
に
見
え
る
。
な
お
、
『
喩
林
』
は
、
お
お
む
ね
「
子
部
類

書
類
」
に
著
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
巻
数
の
み
を
記

す
に
止
め
る
。

莫
友
芝
『
郡
亭
知
見
伝
本
書
目
』
（
巻
一
〇
）

莫
友
芝
『
持
静
斎
蔵
書
記
要
』
（
巻
上
）

部
邦
述
『
寒
痩
山
房
需
存
善
本
書
目
』
（
不
分
巻
）

丁
仁
『
八
千
巻
楼
書
目
』
（
巻
一
三
）

陳
乃
乾
『
測
海
楼
旧
本
書
目
』
（
巻
三
）

呉
引
孫
『
揚
州
呉
氏
測
海
楼
蔵
書
目
録
』
（
巻
四
）

祁
理
孫
『
突
慶
蔵
書
楼
書
目
』
（
巻
三
）

丁
日
昌
『
持
静
斎
書
目
』
（
巻
三
）

注
憲
『
振
綺
堂
書
目
』
（
巻
三
）

何
澄
一
の
『
故
宮
所
蔵
観
海
堂
書
目
』
（
巻
三
）
に
見
え
る

「
喩
林
九
十
八
巻
」
な
ど
の
残
巻
本
を
除
い
て
も
、
百
二
十
巻
本

に
つ
い
て
の
記
録
は
相
当
数
に
登
っ
て
い
る
。
銭
泰
吉
の
『
曝

書
雑
記
』
（
巻
上
）
の
記
事
（
注
10)
に
よ
る
と
、
清
代
に
は

『
喩
林
』
百
二
十
巻
が
文
人
た
ち
の
好
評
を
博
し
た
よ
う
で
あ

り
、
『
喩
林
』
を
争
っ
て
買
い
求
め
る
文
人
た
ち
の
た
め
に
、

つ
い
に
書
陣
が
手
に
入
れ
る
こ
と
も
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
。

『
喩
林
』
は
、
や
は
り
『
四
庫
提
要
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

「
文
を
綴
る
者
の
油
匈
の
資
と
為
す
に
足
る
」
貴
重
な
類
書
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
元
太
の
『
喩
林
』
は
、
明
末
に

は
す
で
に
『
喩
林
髄
』
と
い
う
祖
述
者
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
張
滴
華
『
類
書
流
別
・

修
訂
本
』
（
商
務
印
書
館
、
一
九
八
五
年
、
一

0
―
頁
）
が
、

鄭
振
鐸
の
『
西
諦
書
目
』
（
巻
二
）
に
見
え
る
、

『
喩
林
髄
』
存
九
巻
。
明
の
徐
元
太
輯
、
都
道
元
削
校
。

明
の
天
啓
刊
本
。
四
冊
。
巻
一
よ
り
四
に
至
る
ま
で
と
、

九
よ
り
士
二
に
至
る
ま
で
と
を
存
す
。

と
い
う
記
録
に
従
っ
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
『
喩
林

髄
』
は
黄
虞
稜
の
『
千
頃
堂
書
目
』
（
子
部
類
書
類
）
に
も
撰

者
未
詳
の
「
『
喩
林
髄
』
十
巻
」
と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
。

都
道
元
（
注
11)
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、

『
喩
林
髄
』
と
い
う
書
名
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
喩
林
』

の
精
髄
を
集
め
て
一
書
と
し
た
も
の
に
相
違
な
か
ろ
う
。
ま
た
、

『
明
史
芸
文
志
補
編
・
明
書
経
籍
志
』
（
子
部
雑
家
類
）
に
見
え

る
『
響
喩
纂
言
』
や
、
『
北
京
図
書
館
古
籍
善
本
書
目
』
（
子

(83) 
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部
雑
家
類
）
に
「
明
抄
本
」
と
し
て
著
録
さ
れ
る
な

ど
も
、
『
喩
林
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
『
喩
林
』
の
影
響
は
、
清
代
に
至
る
ま

で
続
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
『
増
訂
四
庫
簡
明
目
録
標
注
』
が

「
摘
抄
本
有
り
。
『
喩
林
一
葉
』
と
名
づ
く
。
二
十
四
巻
」
と

指
摘
す
る
、
王
蘇
（
注
12)
の
『
喩
林
一
葉
』
が
そ
れ
で
あ
り
、

現
存
し
て
い
る
。
こ
の
『
喩
林
一
葉
』
に
つ
い
て
は
、
郵
嗣
馬

『
燕
京
大
学
図
書
館
目
録
初
稿
・
類
書
之
部
』
（
燕
京
大
学
図

書
館
、
民
国
二
四
年
、
一
八
頁
）
に
、
詳
細
な
解
題
が
あ
り
参

考
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
郵
氏
は
「
前
に
乾
隆
甲
寅
（
五
九
年
、

一
七
九
四
）
の
自
序
及
び
例
言
有
り
」
と
指
摘
し
た
上
で
、

自
序
に
拠
れ
ば
、
癸
丑
（
乾
隆
五
八
年
）
の
長
夏
、
以
て

は
ら

暑
を
消
う
こ
と
無
く
、
徐
汝
賢
（
元
太
）
の
『
喩
林
』
を

取
り
て
、
日
ご
と
に
一
巻
を
録
す
。
其
の
腎
英
を
摺
り
、

其
の
繁
複
を
去
り
、
四
閲
月
に
し
て
畢
る
。
こ
れ
に
名
づ

け
て
『
喩
林
一
葉
』
と
日
う
。
原
書
の
五
巻
を
合
せ
て
一

巻
と
為
す
。
凡
そ
二
十
四
巻
。
門
類
子
目
、
悉
く
其
の
旧

に
俯
り
、
並
び
に
其
の
目
録
を
存
す
。

と
『
喩
林
一
葉
』
誕
生
の
経
緯
を
説
明
し
て
い
る
。
『
喩
林
』

と
の
顕
著
な
相
違
は
、
元
太
が
仏
教
・
道
教
関
係
の
比
喩
を
か

な
り
重
視
し
て
い
た
の
に
対
し
、
王
蘇
は
「
原
書
は
仏
老
及
び

偽
書
を
引
く
も
、
多
く
剛
略
に
従
う
。
存
す
る
も
の
十
に
一
無

し
」
と
、
こ
れ
を
削
っ
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
喩

林
』
の
体
例
は
、
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
て
お
り
、
王
蘇
の
『
喩
林
一

葉
』
に
は
明
ら
か
に
『
喩
林
』
の
祖
述
者
的
な
性
格
が
認
め
ら

れ
る
。
な
お
、
こ
の
『
喩
林
一
葉
』
は
乾
隆
以
後
、
咸
豊
年
間

に
も
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
た
と
え
ば
『
江
蘇
省
立
国
学

図
書
館
総
目
』
（
巻
―

-O)
に
は
、
「
『
喩
林
一
葉
』
二
十
四

巻
。
清
、
江
陰
の
王
蘇
。
咸
豊
刊
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
、
清
代
に
は
『
喩
林
』
の
祖
述
者
と
し
て
、
さ
ら
に
『
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
善
本
書
目
』
（
民
国
五
七
年
、
一
⑱

四
三
頁
）
に
見
え
る
『
喩
林
一
枝
』
六
巻
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、

『
喩
林
一
葉
』
が
『
清
史
稿
』
（
芸
文
志
、
子
部
類
書
類
）
や

『
清
朝
続
文
献
通
考
』
（
巻
二
七
五
、
経
籍
）
な
ど
に
著
録
さ

れ
て
い
る
の
と
は
異
な
り
、
『
喩
林
一
枝
』
は
抄
本
で
あ
り
、

清
代
以
後
の
書
目
類
に
、
そ
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

前
掲
『
曝
書
雑
記
』
（
巻
上
）
は
、
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
例
外
と

言
っ
て
よ
い
。
銭
泰
吉
が
「
括
斎
嘗
て
一
冊
を
摘
紗
し
、
『
喩

林
一
枝
』
と
名
づ
く
」
と
述
べ
る
『
喩
林
一
枝
』
は
、
他
で
も

な
く
銭
泰
吉
の
一
族
、
銭
括
斎
（
注
13)
が
著
し
た
も
の
だ
か
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ら
で
あ
る
。
「
古
人
喩
を
設
く
る
の
辞
を
採
揺
し
、
彙
め
て
一

編
と
為
す
こ
と
、
自
来
の
類
書
の
未
だ
有
せ
ざ
る
所
と
為
す
」

と
い
う
銭
泰
吉
の
『
喩
林
』
評
価
は
、
『
四
庫
提
要
』
と
同
様

で
、
そ
れ
は
ま
た
『
喩
林
一
枝
』
を
著
し
た
銭
括
斎
の
思
い
を

も
代
弁
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
徐
元
太
の
『
喩
林
』
は
、
中
国
の
古
典
に

見
え
る
比
喩
表
現
の
類
書
と
し
て
、
後
世
に
『
喩
林
一
葉
』
や

『
喩
林
一
枝
』
な
ど
の
確
た
る
祖
述
者
を
持
っ
て
い
る
。
冒
頭

に
紹
介
し
た
酵
夢
得
編
『
中
外
比
喩
詞
典
』
の
編
纂
も
、
実
は

『
喩
林
』
に
触
発
さ
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
般
に
、
す
ぐ

れ
た
著
作
に
は
、
絶
え
る
こ
と
な
く
祖
述
者
が
出
現
す
る
も
の

で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
徐
元
太
の
『
喩
林
』
は
、
『
四
庫
提

要
』
が
「
勝
例
」
と
評
価
す
る
に
足
る
、
中
国
が
世
界
に
誇
り

得
る
百
科
全
書
（
注
14)
の
一
っ
と
言
っ
て
よ
い
。

注1

現
在
、
容
易
に
入
手
で
き
る
『
喩
林
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、

次
の
三
種
が
あ
る
。

①
新
興
書
局
有
限
公
司
影
印
本
（
民
国
六
一
年
）

②
上
海
辞
書
出
版
社
影
印
本
(
-
九
九
一
年
）

両
者
と
も
に
底
本
は
明
の
万
暦
四
十
三
年
刊
本
で
、
郭
子
章

の
「
喩
林
序
」
．
徐
元
太
の
「
喩
林
自
序
」
と
も
に
存
す
る
。

②
の
末
尾
に
は
、
李
新
華
氏
な
ど
の
手
に
よ
る
「
『
喩
林
』

引
書
索
引
」
が
付
さ
れ
て
お
り
、
至
便
で
あ
る
。

③
上
海
古
籍
出
版
社
影
印
本
(
-
九
九
一
年
）

い
わ
ゆ
る
「
四
庫
類
書
叢
刊
」
の
―
つ
で
、
文
淵
閣
本
『
喩

林
』
の
影
印
で
あ
る
。
文
淵
閣
本
の
「
書
前
提
要
」
を
見
る

上
で
、
さ
ら
に
は
万
暦
刊
本
と
の
校
合
を
行
う
上
で
、
必
要

不
可
欠
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
た
だ
し
、
郭
子
章
の
「
喩
林

序
」
は
削
ら
れ
て
い
る
。

2

も
っ
と
も
、
『
比
喩
表
現
の
理
論
と
分
類
』
巻
末
に
付
さ

れ
て
い
る
「
比
喩
関
係
文
献
リ
ス
ト
」
に
は
、
川
野
健
作
『
響

喩
語
類
』
の
名
は
見
え
な
い
。
し
か
し
、
『
響
喩
語
類
』
は

「
替
喩
」
を
書
名
と
す
る
点
で
検
索
が
容
易
で
あ
り
、
中
村

氏
が
「
明
治
中
期
以
後
一
九
七
四
年
ま
で
に
日
本
国
内
で
刊

行
さ
れ
た
、
比
喩
表
現
に
関
連
の
深
い
言
及
を
含
む
日
本
語

の
文
献
」
を
博
捜
す
る
際
、
一
度
は
目
に
し
た
と
考
え
る
。

3

郭
子
章
の
「
喩
林
序
」
は
、
「
聞
之
日
、
易
者
象
也
、
象

也
者
像
也
。
詩
有
六
義
、
其
三
日
比
。
言
之
貴
徹
上
笑
。
故

蒙
荘
寓
言
籍
外
論
之
、
韓
非
喩
老
継
以
説
林
」
と
始
ま
る
興

(85) 
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味
深
い
比
喩
論
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。
た
と
え
ば
、
胡

永
林
『
文
学
比
喩
辞
典
』
（
映
西
人
民
教
育
出
版
社
、
一
九

八
六
年
、
八
四
0
頁
）
が
「
名
家
論
比
喩
」
と
し
て
紹
介
す

る
代
表
的
な
比
喩
論
と
比
べ
て
も
、
質
量
と
も
に
見
劣
り
は

し
な
い
。

4

前
掲
②
に
付
さ
れ
て
お
り
、
『
喩
林
』
に
つ
い
て
の
最
新

の
解
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
播
氏
が
「
『
喩
林
』
百
二
十
巻
、

宣
城
華
陽
の
徐
元
太
汝
賢
父
編
輯
、
猶
子
徐
晋
慶
無
猜
父
校
、

徐
昭
慶
穆
如
父
閲
と
題
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
不
十
分
で
、

編
者
と
校
者
は
正
し
い
が
、
閲
者
は
巻
一
が
徐
術
慶
伯
蕃
、

巻
二
が
徐
昭
慶
穆
如
、
巻
二
が
徐
朋
慶
寿
如
で
あ
り
、
以
下

こ
の
順
序
で
分
担
閲
読
し
て
い
る
。

5

近
藤
光
男
『
四
庫
全
書
総
目
提
要
・
唐
詩
集
の
研
究
』
（
研

文
出
版
、
一
九
八
四
年
）
の
「
凡
例
」
。
ま
た
、
郭
伯
恭
「
四

庫
全
書
纂
修
考
」
第
一
―
章
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
（
『
四

庫
全
書
之
纂
修
研
究
』
大
東
図
書
公
司
、
一
九
八
0
年
）
参

照。
6

康
煕
『
寧
国
府
志
』
（
巻
一
八
、
人
物
、
名
臣
）
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
元
太
に
は
『
喩
林
』
以
外
に
も
、
『
史
鑑
』

『
吟
易
』
『
撫
蜀
奏
議
』
な
ど
の
著
書
が
あ
り
、
黄
虞
稜
の

『
千
頃
堂
書
目
』
（
巻
三

0
、
集
部
、
表
奏
類
）
は
「
徐
元
太

『
撫
蜀
奏
議
』
」
を
著
録
す
る
。
『
台
湾
公
蔵
善
本
書
目
人

名
索
引
』
（
国
立
中
央
図
書
館
、
民
国
六
一
年
、
五
三
七
頁
）

に
よ
る
と
、
『
全
史
吏
鑑
』
四
巻
（
明
万
暦
刊
本
）
と
『
撫

蜀
奏
議
』
巻
七
か
ら
巻
九
（
明
刊
本
）
が
現
存
し
て
い
る
。

7

呉
仕
期
の
『
古
今
名
喩
』
八
巻
（
大
阪
府
立
中
之
島
図
書

館
蔵
）
は
、
『
喩
林
』
同
様
、
古
今
の
比
喩
を
蒐
集
し
た
「
類

書
」
と
言
っ
て
よ
い
。
た
だ
し
、
従
来
は
「
子
部
雑
家
類
」

に
著
録
さ
れ
て
お
り
、
質
量
と
も
に
『
喩
林
』
に
は
遠
く
及

ば
な
い
。
し
か
し
、
「
万
暦
戊
寅
（
六
年
）
」
の
刊
行
と
目

さ
れ
る
『
古
今
名
喩
』
の
編
者
、
呉
仕
期
が
徐
元
太
と
同
郷

の
宣
城
の
人
で
あ
る
以
上
、
『
喩
林
』
誕
生
の
経
緯
を
明
ら

か
に
す
る
鍵
が
『
古
今
名
喩
』
に
対
す
る
考
察
を
通
し
て
得

ら
れ
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

8

『
喩
林
』
に
対
す
る
最
終
的
な
評
価
は
、
「
然
自
秦
漠
以

迄
六
朝
、
文
人
詞
賦
、
多
以
竿
喩
為
エ
、
恣
騨
注
洋
、
大
都

得
力
於
此
。
元
太
是
編
、
蒐
羅
極
備
、
零
磯
断
璧
、
均
足
為

綴
文
者
油
汚
之
資
、
猶
為
有
稗
芸
苑
。
以
視
坊
本
類
書
之
叢

雑
無
章
者
、
固
勝
之
遠
笑
」
と
述
べ
る
「
書
前
提
要
」
の
場

合
も
同
様
で
あ
る
。

(86) 
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9

近
年
の
羅
偉
国
・
胡
平
『
古
籍
版
本
題
記
索
引
』
（
上
海

書
店
、
一
九
九
一
年
、
五
九
一
頁
）
を
見
る
と
、
『
喩
林
』

に
つ
い
て
「
明
の
万
暦
七
年
(
-
五
七
九
）
刊
本
」
と
記
し

て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
恐
ら
く
『
書
目
類
編
』
所
収

の
莫
友
芝
『
持
静
斎
蔵
書
記
要
』
（
巻
上
、
子
部
）
が
「
喩

林
一
百
二
十
巻
、
明
徐
元
太
撰
、
万
暦
己
卯
刊
」
と
、
「
乙

卯
」
を
「
己
卯
」
に
誤
刻
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
誤
り

で
あ
り
、
『
喩
林
』
の
刊
行
は
屈
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、

こ
の
八
十
巻
本
に
始
ま
る
と
考
え
て
よ
い
。

10

『
曝
書
雑
記
』
（
巻
上
）
に
は
、
「
族
子
括
斎
方
伯
語
予
、

嘉
慶
初
年
欽
命
詩
賦
題
、
往
往
取
此
書
。
一
日
、
瑠
璃
廠
書

騨
捜
索
殆
尽
。
蓋
翰
苑
諸
公
争
購
読
也
。
括
斎
嘗
摘
紗
一
冊
、

名
喩
林
一
枝
。
余
過
蒟
房
時
取
観
焉
。
近
日
此
書
値
梢
減
、

乃
得
有
之
。
毎
一
披
覧
、
古
藻
満
目
、
於
釈
典
摘
取
尤
繁
富
」

と
あ
る
。

1
1

張
椴
華
『
類
書
流
別
•
修
訂
本
』
（
八
九
頁
）
に
は
、
黄

虞
稜
『
千
頃
堂
書
目
』
（
巻
一
五
、
子
部
、
類
書
類
）
に
著

録
さ
れ
る
『
王
氏
類
苑
詳
注
』
三
十
六
巻
の
編
者
を
「
晋
江

の
都
道
元
（
字
は
善
長
）
」
と
す
る
考
証
が
見
え
る
。

12

王
蘇
（
字
は
僚
嬌
）
は
、
乾
隆
五
十
五
年
の
進
士
。
光
緒

『
江
陰
県
志
』
（
巻
一
七
、
人
物
、
文
苑
）
に
略
伝
が
あ
る
。

「
幼
通
敏
。
父
曙
課
以
詩
古
文
辞
、
即
操
筆
立
就
。
少
長
博

聞
強
記
、
学
使
彰
文
勤
目
為
異
オ
」
と
若
い
頃
か
ら
文
オ
に

恵
ま
れ
た
王
蘇
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
徐
元
太
と
同
様
「
敢

言
有
直
声
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

13

銭
括
斎
に
つ
い
て
は
未
詳
。
た
だ
し
、
陳
徳
芸
『
古
今
人

物
別
名
索
引
』
に
よ
る
と
、
括
斎
が
銭
実
甫
（
原
名
は
昌
齢
）

の
可
能
性
が
あ
る
。
銭
実
甫
は
嘉
慶
四
年
の
進
士
で
、
道
光

『
嘉
興
府
志
』
（
巻
二
九
、
列
伝
、
循
吏
、
秀
水
県
）
に
略

伝
が
見
え
る
。

14

呉
則
虞
『
中
国
工
具
書
使
用
法
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、

一
九
八
八
年
、
六
四
頁
）
は
、
類
書
を
「
総
合
編
纂
」
と
「
分

類
別
纂
」
に
大
別
し
、
前
者
に
つ
い
て
「
這
種
綜
合
性
的
類

書
、
如
同
現
今
的
百
科
全
書
和
辞
典
相
近
、
或
以
事
類
統
纂
、

或
以
字
旬
記
彙
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
『
喩
林
』
を
「

詞
彙
」
の
類
書
と
す
る
。

[
付
記
]
本
稿
は
、
市
川
国
際
奨
学
財
団
の
研
究
助
成
金
に
よ

る
「
中
国
に
お
け
る
「
百
科
全
書
」
の
総
合
的
研
究
」
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(87) 


